
問

市
の
小
規
模
修
理
修

繕
契
約
希
望
者
登
録
制
度

で
は
、
契
約
予
定
金
額
の

上
限
は

万
円
だ
。

50

近
年
の
登
録
と
取
組
み

状
況
は
ど
う
か
。

資
材
や
労
務
単
価
の
上

昇
な
ど
ふ
ま
え
、
実
態
に

合
わ
せ
た
予
定
金
額
上
限

の
引
き
上
げ
が
必
要
だ
が

ど
う
か
。

総
務
部
長

現
在
は

事
93

業
者
が
登
録
し
、
実
績
で

は
、
発
注
件
数
が
平
成
30

年
度
の
３
２
０
件
、
契
約

総
額
は
令
和
２
年
度
の
２

９
７
６
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ

最
大
で
あ
る
。

そ
れ
以
降
は
、
件
数
・

金
額
と
も
に
年
々
減
少
し

て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
１
２
７

件
を
発
注
し
、
契
約
総
額

は
１
６
８
７
万
円
で
あ

る
。契

約
予
定
金
額
は
、
昨

今
の
建
設
資
材
価
格
や
労

務
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
、

比
較
的
小
規
模
な
修
理
・

修
繕
で
も

万
以
内
に
収

50

ま
ら
ず
、
制
度
対
象
外
と

な
る
事
例
も
あ
る
。

発
注
実
態
や
価
格
動

向
、
上
限
額
引
上
げ
に
よ

る
発
注
状
況
へ
の
影
響
な

ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
ゆ
く
。

問

商
工
団
体
と
の
懇
談

で
、
外
国
人
材
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
、
住
ま
い
・

居
住
環
境
の
整
備
と
確
保

の
支
援
要
望
が
出
さ
れ
て

い
る
。

今
後
の
支
援
策
は
ど
う

か
。

商
工
観
光
部
長

商
工
団

体
や
監
理
団
体
等
か
ら
の

意
見
を
受
け
、
受
入
れ
企

業
が
空
き
家
等
を
活
用
し

て
、
外
国
人
向
け
の
住
居

整
備
す
る
際
、
改
修
費
用

に
対
す
る
新
た
な
補
助
事

業
を
予
算
化
す
る
。

市
営
住
宅
の
活
用
も
、

受
入
れ
企
業
か
ら
の
需
要

の
聞
き
取
り
と
併
せ
て
、

制
度
的
な
活
用
の
可
否
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
る
。

外
国
人
材
が
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
ゆ
く
。
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新つるおかHP

県
立
高
校
の
あ
る
べ
き
未
来
は

▽
県
は
今
年
３

月
に
、
「
県
立

高
校
未
来
創
造

ビ
ジ
ョ
ン
」
を

発
表
。
Ｒ
７
年

度
か
ら

年
度
ま
で
の
県
立
高
校
の
基

16

本
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、
教
育

の
重
点
、
学
校
及
び
学
科
・
課
程
の
配

置
、
魅
力
化
・
特
色
化
等
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

▽
「
教
育
の
重
点
」
で
は
、
「
特
別
な

支
援
を
要
す
る
生
徒
や
不
登
校
経
験
の

あ
る
生
徒
な
ど
」
を
挙
げ
、
「
一
人
ひ

と
り
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
多

様
な
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
教
育
や
、
教
育

課
程
の
柔
軟
な
運
用
」と
し
て
い
ま
す
。

▽
し
か
し
、
鶴
岡
・
田
川
地
区
で
は
、

Ｈ

年
以
降
、鶴
南
山
添
校
募
集
停
止
、

31
鶴
工
定
時
制
募
集
停
止
・
鶴
南
通
信
制

閉
課
程
で
庄
総
に
昼
間
定
時
制
・
通
信

制
新
設
。
鶴
南
と
鶴
北
を
統
合
・
県
立

中
学
校
新
設
し
、
致
道
館
中
学
校
・
高

校
開
校
、
等
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
庄
農
・
加
茂
水
・
中
央
の
校

舎
制
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
私
は
い
ず
れ
も
反
対
し
て
き
ま
し
た

が
、
上
記
の
よ
う
な
困
難
を
抱
え
る
生

徒
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
と
は
正

反
対
の
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

▽
県
議
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
に
、
当

時
気
鋭
の
研
究
者
や
教
員
の
方
々

人
12

が
執
筆
さ
れ
た
「
新
し
い
高
校
教
育
を

つ
く
る
」
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

「
競
争
の
教
育
で
無
く
社
会
の
主
人
公

と
な
る
主
体
形
成
の
教
育
」
「
権
利
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
「
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
」
等
々
、
多
く
の
テ
ー
マ

を
論
じ
、
あ
と
が
き
で
は
「
学
校
と
は

民
主
主
義
を
教
え
る
場
で
す
」
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
そ
の
立
場
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
（
県
議

関

徹
）

３
月
５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
一
般
質
問
で
、

日
本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
支
援
対
応
、
②
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て
、

取
り
上
げ
ま
し
た
。

実
態
に
合
わ
せ

上
限
額
引
上
げ
必
要

問

２
０
１
３
年
８
月
か

ら
行
わ
れ
た
生
活
保
護
基

準
の
最
大

％
も
の
減
額

10

改
定
に
、
生
活
保
護
利
用

者
が
提
訴
し
た
裁
判
「
い

の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
は
、

昨
年
６
月
の
最
高
裁
で
、

「
国
の
減
額
改
定
は
違
反
」

と
す
る
と
し
た
判
決
を
出

し
た
。

違
法
と
さ
れ
た
減
額
改

定
は
、
そ
の
差
額
を
遡
っ

て
補
償
す
る
べ
き
で
あ

る
。国

が
補
正
予
算
で
追
加

給
付
を
行
う
が
、
本
市
で

想
定
さ
れ
る
対
象
者
数
や

給
付
額
、
追
加
給
付
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

対
象
世

帯
は
約
１
２
０
０
世
帯
以

上
を
見
込
ん
で
お
り
、
給

付
額
は
１
世
帯
当
た
り
約

６
万
４
０
０
０
円
、
総
額

で
約
８
０
０
０
万
円
程
度

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

現
在
受
給
中
の
世
帯
に

は
職
権
で
給
付
し
、
受
給

中
以
外
の
場
合
は
、
申
出

書
の
提
出
に
よ
り
対
応
す

る
。ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
３
月
中
に
シ
ス
テ
ム

改
修
を
終
え
、
そ
の
後
対

象
者
の
確
認
や
、
給
付
額

の
精
査
な
ど
の
準
備
、
６

月
議
会
に
て
給
付
額
の
補

正
予
算
を
図
り
、
早
け
れ

ば
７
月
か
ら
、
受
給
世
帯

へ
の
給
付
及
び
申
請
に
よ

る
受
付
を
開
始
し
た
い
。

申
請
が
必
要
な
人
へ
の

周
知
は
、
対
象
期
間
が
長

期
に
わ
た
り
、
か
つ
転
出

入
や
死
亡
等
に
よ
り
、
現

住
所
の
把
握
が
困
難
な
ケ

ー
ス
が
多
数
想
定
さ
れ
る

た
め
、
国
が
実
施
す
る
広

報
活
動
の
ほ
か
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等

で
の
周
知
を
図
っ
て
ゆ

く
。

問

生
活
保
護
を
廃
止
し

た
世
帯
で
、
当
時
の
世
帯

主
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場

合
で
の
、
家
族
か
ら
の
申

請
は
可
能
か
。

健
康
福
祉
部
長

家
族
で

受
給
さ
れ
て
い
た
世
帯

で
、
当
時
の
世
帯
主
が
亡

く
な
っ
て
い
る
場
合
で

も
、
家
族
か
ら
の
申
請
は

可
能
だ
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

生
活
保
護
減
額
は
違
法

追
加
給
付
は



鶴
岡
市
が
県
に
対
し
て

提
出
す
る
「
令
和
９
年
度

重
要
事
業
要
望
」
に
つ
い

て

日
、
議
会
に
説
明
が

13
あ
り
ま
し
た
。

総
要
望
件
数
は
、
前
年

度
か
ら
１
件
減
少
し

件
62

で
、
内
訳
は
新
規
３
件
、

廃
止
３
件
、
統
合
に
よ
る

減
１
件
で
す
。

新
規
項
目
３
件
は
、

①
ク
マ
対
策
の
支
援
と
強

化
、

②
環
境
保
全
型
農
業
の
推

進
、

③
持
続
可
能
な
周
産
期
医

療
体
制
の
確
保
で
す
。

廃
止
項
目
３
件
は
、

①
米
国
に
よ
る
相
互
関
税

措
置
等
へ
の
対
応
、

②
農
業
生
産
費
の
増
大
に

対
す
る
支
援
、

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
に
係
る
県
条
例
の
手

続
き
に
お
け
る
県
と
の
連

携
強
化
で
す
。

重
点
要
望
事
項
は

件
10

で
、

①
若
者
・
子
育
て
世
代
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
た
支
援
策
の
充
実
、

・
子
育
て
世
代
に
対
す

る
支
援
の
拡
充
（
保
育
料
、

医
療
費
の
無
償
化
等
）、

・
若
者
の
地
元
回
帰
促

進
支
援
策
の
強
化
（
奨
学

金
）、

・
結
婚
、
出
産
、
子
育

て
の
環
境
整
備
、

・
保
育
所
等
の
安
定
的

な
運
営
及
び
保
育
人
材
の

確
保
・
定
着
、

②
先
端
生
命
科
学
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
産
業
の
強

化
に
対
す
る
支
援
策
の
充

実
、・

先
端
生
命
科
学
を
駆

動
力
と
し
た
地
域
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、

・
企
業
立
地
及
び
設
備

投
資
関
連
施
策
の
充
実
、

③
医
師
及
び
看
護
職
員
確

保
対
策
に
、
新
た
に
病
院

薬
剤
師
を
追
加
、

④
防
災
対
策
の
充
実
、

⑤
高
速
交
通
基
盤
等
の
整

備
充
実
、

・
高
速
道
路
の
整
備
促

進
、・

道
路
休
憩
施
設
等
の

整
備
促
進
・
利
活
用
支
援

（
道
の
駅
）、

・
庄
内
空
港
の
滑
走
路
延

長
（
２
５
０
０
㍍
）
と
駐

車
場
の
拡
充
、

・
羽
越
新
幹
線
の
整
備
促

進
、
羽
越
本
線
の
高
速
化

・
輸
送
力
増
強
、

・
国
県
道
の
整
備
促
進
、

⑥
庄
内
空
港
の
国
内
線
運

航
拡
充
及
び
国
際
化
対

応
、

⑦
水
田
農
業
の
振
興
、

⑧
庄
内
海
岸
砂
防
林
等
の

保
全
（
松
く
い
虫
被
害
へ

の
対
応
等
）、

⑨
新
た
に
ク
マ
対
策
の
強

化
と
支
援
を
追
加
、

⑩
水
道
事
業
の
経
営
健
全

化
・
基
盤
強
化
（
水
道
広

域
化
）
で
す
。

５
月
中
旬
に
庄
内
総
合

支
庁
要
望
会
、
７
月
上
旬

に
県
知
事
要
望
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

（
４
／

説
明
資
料
か
ら
）

13

（
１
面
の
つ
づ
き
）

※
小
規
模
修
理
修
繕
契

約
希
望
者
登
録
制
度

入
札
参
加
資
格
の
な
い

個
人
業
者
に
も
市
の
仕
事

を
発
注
す
る
制
度
で
、
地

方
自
治
法
２
３
４
条
に
も

と
づ
く
「
随
意
契
約
」
の

創
造
的
な
運
用
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
自
治
体
が

設
け
始
め
た
制
度
。

旧
藤
島
町
が
２
０
０
３

（
平
成

）
年
８
月
か
ら
、

15

県
内
初
の
取
り
組
み
と
し

て
始
ま
り
、
随
意
契
約
が

許
さ
れ
る
１
３
０
万
円
以

下
の
小
規
模
工
事
・
修
繕

の
公
共
事
業
で
、
工
事
を

お
こ
な
う
資
格
が
あ
れ

ば
、
建
設
業
許
可
の
有
無

は
問
わ
な
い
と
し
て
、
先

進
的
で
し
た
。

２
０
０
５
（
平
成

）
17

年
の
平
成
大
合
併
の
後
、

旧
鶴
岡
市
は
、
上
限
額
が

万
円
と
な
っ
て
い
ま
し

20た
が
、
２
０
０
８
（
平
成

）
年
に
上
限
額
を

万

20

50

円
に
統
一
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

新学校給食センター建設予定地（4/13説明資料から）

す
る
、

②
炊
飯
業
務
は
、
新
鶴
岡

と
温
海
セ
ン
タ
ー
に
炊
飯

設
備
を
整
備
し
、
内
製
化

す
る
、

③
新
鶴
岡
セ
ン
タ
ー
の
調

理
運
営
主
体
は
、
調
理
業

務
を
市
直
営
か
ら
委
託
方

式
に
転
換
す
る
、

献
立
作
成
や
食
材
の
購

入
、
食
育
指
導
等
は
直
営

で
実
施
す
る
、

④
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

は
、
新
鶴
岡
セ
ン
タ
ー
に

専
用
調
理
室
を
整
備
し
、

「
卵
・
乳
」
の
２
品
目
を

レ
ベ
ル
４
（
代
替
食
）
で

対
応
す
る
、

温
海
地
域
は
、
新
鶴
岡

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
送
を

検
討
す
る
、

⑤
食
農
教
育
・
食
育
を
推

進
す
る
。

事
業
費
を
最
優
先
に

新
鶴
岡
セ
ン
タ
ー
の
建

設
予
定
地
は
、
大
山
工
業

団
地
を
選
定
（
図
参
照
）。

市
の
西
側
（
豊
浦
地
区
）

と
南
側
（
櫛
引
・
朝
日
）

に
、
適
切
な
給
食
の
搬
送

時
間
へ
の
対
応
と
、
約
８

０
０
０
㎡
の
ま
と
ま
っ
た

敷
地
の
確
保
、
造
成
済
の

未
利
用
地
な
ど
、
事
業
費

最
優
先
を
検
討
し
た
結
果

と
の
こ
と
で
す
。

事
業
手
法
は
、
民
営
化

の
一
つ
で
あ
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方

式
を
採
用
す
る
と
し
ま
し

た
。Ｄ

Ｂ
Ｏ
方
式
（D

es
i
gn

-
B
ui
l
d-
O
pe
rat

e

）
は
、

資
金
調
達
は
公
共
が
行

い
、
施
設
の
設
計
・
建
設

（
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ル
ド
）

と
、
運
営
（
オ
ペ
レ
ー
ト
）

を
民
間
事
業
者
に
一
括
し

て
委
託
す
る
手
法
で
す
。

学
校
給
食
は
「
公
教
育
」

の
一
環
で
あ
り
、
公
教
育

を
営
利
企
業
に
委
託
す
る

こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

学
校
給
食
の
理
想
で
あ

る
「
自
校
直
営
方
式
」
は

検
討
せ
ず
、
事
業
費
最
優

先
の
考
え
方
で
、
「
給
食

発
祥
の
地
」
と
し
て
の
鶴

岡
市
の
尊
敬
を
失
い
か
ね

な
い
民
営
化
は
、
改
め
る

べ
き
で
し
ょ
う
。

２
学
期
か
ら
米
飯
可
能

３
月
で
パ
ン
ハ
ウ
ス
が

廃
業
し
、
米
飯
設
備
を
既

存
セ
ン
タ
ー
に
整
備
検
討

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
一

調
理
業
者
か
ら
事
業
費
見

積
の
提
供
が
あ
り
、
２
学

期
か
ら
米
飯
が
可
能
と
な

る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計

画
（
案
）
」
に
つ
い
て
13

日
、
議
会
に
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

今
後
の
方
向
性
は
、

①
現
在
の
５
セ
ン
タ
ー
体

制
か
ら
、
櫛
引
と
朝
日
セ

ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
新
鶴

岡
、
藤
島
、
温
海
セ
ン
タ

ー
の
３
セ
ン
タ
ー
体
制
に

鶴
岡
市
の
「
新
学
校
給


